
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

日本理 科教育学会北海道支部大 会発表論文集　第 23 号 （2012 年 2 月）

【発表論文要旨】

高校化学教科害実験課題の探究関連分析

　 鶴岡　森昭

TSURUOKA　Moriaki

　　北海道大学大学院理学院／北海道札幌清田高等学校

【キ
ー

ワ
ー

ド】高校化学、教科書、実験課題、探究、仮説設定

　現行の 高等学校化学教科書25 種 類 （化学 1 の 16

種類 と化学 llの 9種類）に掲載され て い る実験課題

510件を、実験課題 の 分析手段 で あ るLAI （A

Laboratory　Structure　and 　Task　Analysis

Inventory）を用い て分析した。さらにそ の 分析結果

を現行 の 高等学校物理教科書 16 種類 （物理 1の 9種

類と物理 H の 7種類）に掲載され て い る229 件の 分

析によ る結果 と比 較検討 し 。 そ の 結果物理 の 実験課

題 が 抱えて い る 「計画 と設計 」段階 の 「仮説 の 設定」

「疑問の 明確化」 などの探究の端緒となる実験ス キ

ル を生徒に求める機会が乏しい とい う問題点は、化

学の 実験課題にお い て も共通 した 問題点で あるこ と

等が明らか に された。さらに、この 分析に基づ き、「探

究活動」を指導す る方策などが提案されて い る 。

1 ．はじめに

　本研究で は 、我が 国の 高校化学の 教科書に 掲載 さ

れ て い る 実験課題 につ い て 、盛 り込 ま れ て い る要素

的活動を分析 し、探究目標を達成す るための要件を

満た して い る の か否かを検討する。更 に、そ の 結果

を同 じ分析手段 による現行 の高校物理教科書に掲載

され て い る実験課題 の 分析結果 と比較する こ とに

よっ て、現行の 化学実験課題 の 特徴と問題点を明 ら

か にする。教科書 に掲載 され て い る 実験課題 の特徴

を知 るこ とは、学習指導要領の 改訂時期に当た る現

在、新たな教科書に掲載す る 実験課題内容を検討す

る場面や、教師が独 自に実験課題を設計 し指導す る

場面 で も有用であると思われる。

2 ，調査対象 と分析方法

　我が 国の 高校化学 の 教科書に掲載され て い る実験

課 題 が、生徒に い か なる実験活動 の ス キル を求めて

い るの かを、実験課題を記述するマ ニ ュ ア ル に盛 り

込まれ て い る要素的活動 の 多様 性につ い て分析した。

現在7 つ の 出版社から化学の 教科書が 出版され て い

るが、化学 1 で は 16 種類、化学 H で は9種類） の 合

計25冊の教科書に掲載され て い る510 件の実験課題

が 分析 の 対象 で あ る。さらに、現行で は高校物理 1

及び物mPllで 合計16 冊の 教科書が出版され て い る

が 、 そ れ らの 全 て の 実験課題229件の 同 じ分析手段

による分析結果 との 違い をみるために X2 検定を行

っ た。分析手段と して はM．Fur  an ，

V．・Lunetta，　S．　Novick，　P．　Tamir 等，米国 IQwa大学理

科教育セ ン タ
ー

の 研究グル
ー
プによ っ て開発された

実験課題分析表LAI （A　Laboratory　Structure　and

Task　Analysis　 Inventory）　を用い た。

3 ．結 果

（1）構成カテ ゴ リ
ー

　　「構成」 で は、ほぼ全ての 課題におい て 「細部ま

で指示 された」 構成になっ て い て、生徒主導の 課題

が少 ない 点で 物理 の 課題 と類似した特徴が ある。「教

科書との 関係」 で は 、 全 て の 課題におい て 「教科書

と
一

体化」 して実施する こ と を求め て い るが 、教科

書本文 の 後 で実施す る課題 の 割合が物理の 場 合より

も有意 に少ない 。

（2）課題 カ テ ゴ リ
ー

「計画と設計」で は、該当する課題 の 件数が 少なく、

従 っ て 全体 の 実験課題 に 占め る その 割合が少ない 点

で物理と類似 して い る。特に化学 H の 課題 で こ の特

徴が顕著である。こ の 活動の 中で特 に 「疑問を明確

な形 で 表現 し、 探究す べ き問題を明確に させ る」 と

「こ の探究活動で検証すべ き仮説を明確な形 で 表現

する」 を求め る課題 は 皆無 で あ る。　「実施」 で は、
「定陸的観察を実行する」 こ とを求め る課題 の 割合

が化学の 方が有意に多く、　 「定量的観察 ・
測定を実

行する」 こ とを求める課題 の 割合は逆に物理 の 方が

有意に多い 。

4 ．まとめ

　本研究で LAI を手段 として現行高校化学教科書中

の 実験課題 を分析 したが、生徒に探究能力を育成す

るた め に必要な要素的活動 に 幅広 く携わ る機会を 提

供 して い ない こ とが 明 らか に され た
。 今後は、本研

究 で 明 らかに された問題点を踏まえ、教科書中 の 実

験課題 に改善が必要 で ある。また、理科教師は探究

能力育成に効果的な指導法の 工夫が 必要 で ある 。
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